
 

 

 

 

 

 

 今年度の「院内研究発表会」が平成 22 年 12 月 1 日(水),8 日(水)の 2 日間にわたって開催されました。 

 

 この発表会は看護部では行われていましたが、 

 

平成 20 年度から、他部署も参加する形となり、 

 

病院全体で行うようになって今年で 3 回目と 

 

 なります。各部署とも忙しい中、テーマを決めて 

 

積極的に参加しています。 

 

  

 

 さて、今年度の各部署のテーマは・・・？ 

 

 12 月 1 日（水） 

 

 1.太田川病院 5 階病棟 

   テーマ：『認知症患者におけるタクティールケアの効果』 

   発表者：山﨑 瞳 

 

 2.太田川病院 3 階病棟 

   テーマ：『長期臥床により廃用症候群となった患者の生活の再構築に向けての取り組み』 

   発表者：竹廣 真由子 

 

 3.太田川病院 4 階病棟 

   テーマ：『黒コショウを用いた咳反射による誤嚥性肺炎の予防の検討』 

   発表者：大田 ルリ子 

 

4.太田川病院 事務部 

   テーマ：『内容の分かる明細書について』 

   発表者：福田 浩二 

 

 5.太田川病院 薬剤部 

   テーマ：『持参薬から得られる情報について』 

   発表者：木平 恭子 

 

 6.太田川病院 腎センター 

   テーマ：『いろいろな透析治療方法』 

   発表者：坂井 美穂 

 

 

 

 

 



 12 月 8 日（水） 

 

 1.太田川病院 2 階病棟 

   テーマ：『2 階病棟におけるターミナル看護について看護師の意識調査』 

   発表者：中村 邦男 

 

 2.太田川ひがし病院 病棟 

   テーマ：『太田川ひがし病院におけるケアの現状と今後の課題を明確にする』 

   発表者：香川 裕美 

 

 3.太田川病院 外来 

   テーマ：『大腸内視鏡検査における前処置の検討～パンフレットの有効性について～』 

   発表者：益田 美苗 

 

4.太田川ひがし病院 訪問看護ステーション 

   テーマ：『認知症高齢者への訪問看護導入の有効性について』 

   発表者：的場 聡子 

 

 5.太田川ひがし病院 居宅介護支援事業所 

   テーマ：『介護と医療の連携によって意欲向上につながった事例』 

   発表者：甲斐 康裕 

 

 6.太田川ひがし病院 デイサービス 

   テーマ：『現状におけるデイサービス(当院)について』 

   発表者：高野 宏 

 

 以上、12 題の研究が発表されました。持ち時間 5 分の発表ですが、研究の取り組みは、院外講師の 

指導・助言をうけることができ、毎年成長の跡がみられる内容となりました。 

賞の選考には審査側も頭を悩ませたようです。 

 

   結 果 

 

         最優秀賞 ： 太田川ひがし病院 訪問看護ステーション 

          優秀賞 ： 太田川病院 外来 

       頑張ったで賞 ： 太田川病院 4 階病棟 

       継続したで賞 ： 太田川病院 3 階病棟 

 

   感 想 

 

   看護研究を終えて・・・・ 

今回、「認知症高齢者への訪問看護導入の有効性について」看護研究発表をさせてもらいました。ここ近年認知

症利用者様が増えてこられ、日々の看護業務はこれでよいのか疑問に感じていることを、研究によって自分達の

課題がみえ有意義なものとなりました。 

来年２月には広島県病院学会での発表も決まり、より一層認知症ケアに対し充実した看護ができるよう頑張って

いきたいと思います。 

               訪問看護ステーションスタッフ一同 

 

 

 


